
未来に向けて

計
画
の
概
要

P
lan

 O
verview

理念の実現に向かって

どのように進んでいくのか

計画の概要を示します

第５章

- 計画の目的

- 計画の期間

- 計画の背景とポイント

- 他計画等との連携

- 対象とする区域

- 対象とするみどり

- みどりのはたらき

- みどりの配置方針

- 緑化重点地区

- モニタリング・目標
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計
画
の
目
的

京都市みどりの基本計画2026は、都市緑地法に基づく計画（法

定計画）です。

本計画の目的は、理念の実現にあり、そのために、京都のあら

ゆるみどりの保全と緑化の推進について、理念や展望、メッセー

ジを発信します。これにより、京都に関わる多様な主体の力を結

集し、みどりに関する取組を推進します。

緑

化

保

全

京都市みどりの基本計画2026

理念や展望、メッセージ
の発信

力の結集

あらゆるみどり 多様な主体

市 民

事 業 者

大 学

行 政
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の
期
間

計画期間

2026年から10年間

計画の歩み

京都市では、「緑の基本計画」が都市緑地法に規定され

る以前から、みどりのネットワークを重視した計画を策定

し、順次改定をしています。

引き続き、総合的かつ計画的に、より充実したみどりの

実現に取り組みます。

60

1993（H5）年～1998（H10）年

京都市都市緑化推進基本計画 （いきいきグリーンプラン京都）

京都のグランドデザインとなる緑のネットワークの形成

※国土交通省の通知により、「緑の基本計画」が法規定される以前に策定

1999（H11）年～ 2009（H２1）年

京都市緑の基本計画 （第１次）

拠点の緑や軸の緑、緑同士をつなぐ、緑のネットワークを重要視

→ 防災避難路の確保、豊かな都市生態系の創出

2010（H22）年～2025（R7）年

京都市緑の基本計画 （第２次）

基本方針のひとつとして、水と緑のネットワークづくりを掲げる

→ 生態系ネットワーク、風の道を創出

20２６（R8）年から１０年間

京都市みどりの基本計画2026 （第3次）

生物多様性とマネジメントの視点を強化

みどりの質の充実と社会変化への柔軟性を重視した計画に刷新
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第１章 理念 京都が目指すみどりの在り方として、「京都ならでは」「みどりならでは」の理念を掲げる

第２章 みどりの魅力 京都のまちやくらしに息づく色々なみどりの一つひとつ魅力を伝える

第３章 みどりの展望 魅力あるみどりがいかに広がりつながっているのか、そこから見据えるみどりの展望を伝える

第４章 一人ひとりにできること
みどりの未来に向けて、私たち一人ひとりにできることを、

京都市から京都に関わるみなさまへのメッセージを届ける

第５章 計画の概要 理念の実現に向かってどのように進んでいくのかについて計画の概要を示す

第６章 方針・施策の方向性 計画の理念の実現に向けたアプローチとして、方針と施策の方向性を示す

第７章 みどりの取組 京都市のみどりの取組と、京都に関わるみなさまに向けたおすすめACTIONを伝える

計
画
の
背
景
と
ポ
イ
ン
ト

前計画の策定以降、人口減少社会の到来

や少子高齢化の進行をはじめとする社会状

況の変化により、みどりに対する社会的期

待が広がってきました。

本計画では、これらの社会的期待を背景

とした「質の充実」、「多様な連携」、

「多機能性」に、「京都の特性」を加えた

４つを計画のポイントとしています。

61

民間事業者では、環境分野への投資や社会
課題の解決を企業価値とする機運が拡大し
ている

2017 都市緑地法、都市公園法等の改正
2024 都市緑地法の改正

地域との連携により、人のネットワークづ
くりや、人々が楽しみややりがいを感じる
場として、みどりを活用できる

2022 都市公園の柔軟な管理運営のあり方
に関する検討会提言
「都市公園新時代」

2025 国土交通省「緑の基本方針」

社会・経済の成熟化や災害等の頻発を背景
に、みどりのポテンシャルを効果的に発揮
するためのマネジメントや、既存のみどり
のさらなる活用が期待される

災害等の頻発
(2011東日本大震災、2020頃コロナ禍等)

2011 人口減少社会に突入
2016 国土技術政策総合研究所資料914号

みどりの多様な機能を発揮させるために、
より質を重視した保全・活用を行うととも
に、ネットワーク化によりさらに効果を高
めることが期待される

2024 都市緑地法の改正
2025 国土交通省「緑の基本方針」

• 京都では山紫水明と讃えられる豊か

で多様なみどりが守り育まれてきた

• 市街地の緑被率は、国の「緑の基本

方針」の目標（30%）以上

• 市民や企業、大学等、京都のみどり

に関わる人々の知恵と行動がある

• 千年の知恵と技を受け継ぐ、卓越し

た造園力がある

みどりは地域生態系の基盤であり、住民に
とって身近に自然に触れられる場にもなる

2018 国土交通省「生物多様性に配慮
した緑の基本計画策定の手引き」

2022 昆明・モントリオール
生物多様性枠組

2023 生物多様性国家戦略2023-2030

みどりは、浸水被害や土砂災害、延焼の防
止等の機能を持つ都市のグリーンインフラ
となる

2023 国土交通省
「グリーンインフラ推進戦略2023」

2024 国土交通省
「緑の基本計画×グリーン
インフラガイドライン（案）」

身近なみどりは、健康的な生活に欠かせな
い活動を楽しめる貴重なオープンスペース
となる

2021 内閣府「Well-beingに関する
関係省庁連絡会議」

2025 国土交通省「緑の基本方針」

みどりには、猛暑日が増加する夏の暑熱対
策等、気候変動への適応策としての機能と
CO2を吸収・固定する緩和策としての機能
がある

2015 パリ協定
2020 「2050年カーボンニュートラル

宣言」

豊かで多様なみどり

地域力・造園力

地域との連携

民間活力の活用

マネジメント

ネットワーク化 グリーンインフラ

生物多様性

Well-being

気候変動

京都のみどりの特性みどりに対する社会的期待

質の充実 京都の特性多様な連携 多機能性

ポイント1 ポイント2 ポイント3 ポイント4
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凡例 ： 反映したもの ： 連携するもの

世界文化自由都市宣言 1978.10
他
計
画
等
と
の
連
携

京都市みどりの基本計画2026は、国

の「緑の基本方針」等や、京都市の「京

都基本構想」を反映した内容となってい

ます。

また、京都市では、みどりのほかにも、

文化、農林、環境、都市計画等の市政上

の重要な分野における計画を策定してお

り、本計画では、「新京都戦略」や他の

分野別計画等と連携していきます。

他の分野別計画等
京都市国土強靭化地域計画

京都市地域防災計画

京都市「雨に強いまちづくり」推進方針

京都市公共施設マネジメント基本計画

京都文化芸術都市創生計画

京都市文化財保存活用地域計画

京都市市民スポーツ振興計画

京都市農林行政基本方針

持続可能な都市文明の構築を目指す京都宣言

京都市環境基本計画

京都市地球温暖化対策計画

京都市生物多様性プラン

京都市都市計画マスタープラン

京都市景観計画

みんなのみちづくり計画（仮称）

京都市水共生プラン

京の水ビジョン －あすをつくる－

京都市学校施設マネジメント基本計画 等

京
都
市
み
ど
り
の
基
本
計
画
２
０
２
６

緑の基本方針
国土交通省 2024.12

都市緑地法

都市緑地法運用指針

根拠法令

広域計画

生物多様性に配慮した
緑の基本計画策定の手引き

国土交通省 2018.04

緑の基本計画×グリーン
インフラガイドライン（案）

国土交通省 2024.06

参考

都市理念（都市の理想像）

市政の基本方針（京都のまちの羅針盤）

2026.○

京都基本構想 2025.12

京都府広域緑地計画
京都府 2001.04

国の方針

62

新
京
都
戦
略

2026.○

※ 新京都戦略は京都市SDGs未来都市計画＜第2期＞に位置付けている

- わたしたち京都市民がめざすまち -

歴史と文化を介して
人間性を恢復できるまち

自然への畏敬と
感謝の念を抱けるまち

自他の生をともに肯定し
尊重し合えるまち

https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000347968.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/sogo/page/0000347968.html
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対
象
と
す
る
区
域

対象とする区域は、都市計画区域に都市計画区域外を

加えた京都市域全域です。

ただし、本計画は、都市緑地法に基づく計画であり、

主な内容は都市計画区域内に関するものとなります。

市街化区域

市街化調整区域

都市計画区域外

京都市域

京都市域 約 82,783 ha

都市計画区域外 約 34,732 ha

都市計画区域 約 48,051 ha

市街化調整区域 約 33,071 ha

市街化区域 約 14,980 ha

63
※ データの出典はp100を参照
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対
象
と
す
る
区
域
（
参
考
例
）

市
街
化
調
整
区
域

市
街
化
区
域

中川

64
大原

貴船 鞍馬雲ケ畑

小野郷水尾

静原

京都駅周辺から北を望む 京都駅周辺から東を望む 京都駅周辺から南を望む 京都駅周辺から西を望む

※ 「中川」の写真は王聞氏・深町加津枝氏提供、「鞍馬」の写真は深町加津枝氏提供、その他の写真はみどり政策推進室撮影
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山国

対
象
と
す
る
区
域
（
参
考
例
）

都
市
計
画
区
域
外

宕陰

百井広河原

65

花脊

別所久多

弓削

黒田 細野

周山

宇津

※ 「宕陰」の写真は右京区役所宕陰出張所提供、「周山」「弓削」「山国」「黒田」「宇津」「細野」の写真は京北自治振興会提供、「花脊」「広河原」「百井」「久多」「別所」の写真は左京区役所提供

https://kyoto-keihoku.jp/about/
https://www.city.kyoto.lg.jp/digitalbook/page/0000001924.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/digitalbook/page/0000001924.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/digitalbook/page/0000001924.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/digitalbook/page/0000001924.html
https://www.city.kyoto.lg.jp/digitalbook/page/0000001924.html
https://kyoto-keihoku.jp/about/
https://kyoto-keihoku.jp/about/
https://kyoto-keihoku.jp/about/
https://kyoto-keihoku.jp/about/
https://kyoto-keihoku.jp/about/
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対
象
と
す
る
み
ど
り

対象とするみどり＊は、京都に存在する「あらゆるみ

どり」です。面積の大小、公有・民有の別に関わらず、

次のみどりを計画の対象とします。

「自然のみどり」 ―山、丘、竹林、草地

「営みのみどり」 ―林業地、農地

「水辺のみどり」 ―川、池、疏水

「身近なみどり」 ―公園、街路樹、雨庭、校庭

「文化的なみどり」 ―庭園、坪庭、社寺林、名木

「特徴的なみどり」 ―植物園、御苑、御所、離宮、陵墓

「緑化のみどり」 ―建物の緑化、敷地の緑化

＊都市緑地法では、みどり（緑地）を次のように定義しており、本計画もこ

の定義に基づいています。

「樹林地、草地、水辺地、岩石地、またはこれらに類する土地が、単独で、

または一体となって、あるいはそれらに隣接する土地が一体となって、良好

な自然的環境を形成しているもの」

身近なみどり／公園、街路樹、雨庭、校庭

文化的なみどり／庭園、坪庭、社寺林、名木

水辺のみどり／川、池、疏水

自然のみどり／山、丘、竹林、草地 営みのみどり／林業地、農地

緑化のみどり／建物の緑化、敷地の緑化 あらゆるみどりのイメージ

自然のみどり／船岡山から眺める妙法とまち

営みのみどり／愛宕山を背景に広がる嵯峨野の田園

水辺のみどり／嵐山と桂川の夕暮れ

身近なみどり／紫野柳公園で遊ぶ子どもたち

文化的なみどり／元離宮二条城・北大手門とサクラ

特徴的なみどり／京都府立植物園の花壇

緑化のみどり／京都市役所分庁舎の屋上庭園

（撮影／すべてみどり政策推進室）
66

特徴的なみどり／植物園、御苑、御所、離宮、陵墓
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み
ど
り
の
は
た
ら
き

都市の空間や風景の大きな基礎

（ベース）となるはたらき

1 自然基盤

気候変動問題の原因となるCO2

を吸収・固定するはたらき

3 CO2吸収源

都市の大気や水辺の水質を良質

に保つはたらき

2 大気・水質

あらゆる生きもののすみか

（パッチ）や通り道（コリ

ドー）になるはたらき

4 生物生息空間

都市の歴史や文化の拠り所やシ

ンボルとなるはたらき

5 歴史・文化

ひととみどりの多様な関わりを

通じて、経済やまちの活力を生

み出すはたらき

7 経済・活力

三山の借景や美しいみどり等、

京都らしい景観や風情を生み出

すはたらき

6 景観・風情

行事、神事・仏事等の営みや、

林業・農業等の生業につながる

はたらき

8 営み・生業

治山治水、雨水貯留、延焼防止、

災害時の避難場所等、まちの安

心安全を支えるはたらき

9 防災・減災

様々な人の居場所となるはたら

きや、人と人との交流の場とな

るはたらき

12 居場所・交流

木陰等により、まちの暑熱環境

を緩和し、快適性をもたらすは

たらき

10 暑さ緩和

子どもから高齢者まであらゆる

世代の遊びやスポーツの場とな

るはたらき

13 遊び・スポーツ

平穏な空間での散策や会話等、

癒しや憩いの場となるはたらき

11 癒し・憩い

あらゆる学びの場や子育ての場

となるはたらき

14 学び・育み

みどりには、まちやくらしに与える

様々なはたらきがあります。ここでは、

本計画で京都市が抽出した14のはたら

きを示しています＊。

＊ 次の１～４を参考に抽出

１ 国土交通省 国土技術政策総合研究所「これからの社会を支える都市緑地計画の展望」(2016)

２ 国土交通省 民間投資による良質な都市緑地の確保に向けた評価のあり方検討会「中間とりまとめ～概要版～」(2023)

３ 土木学会「日本インフラの体力診断－公園緑地－」(2023)

４ 京都市「京都の文化的景観 調査報告書」（2020）
67

※ 「７ 経済・活力」の写真は公益財団法人京都市都市緑化協会提供、その他の写真はみどり政策推進室撮影

https://www.nilim.go.jp/lab/bcg/siryou/tnn/tnn0914.htm
https://www.mlit.go.jp/toshi/city_plan/content/001616875.pdf
https://committees.jsce.or.jp/kikaku/system/files/2023ChekUP_ParkandGeen_2.pdf
https://kyoto-bunkaisan.city.kyoto.lg.jp/report/tyousa05.html
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ど
り
の
配
置
方
針

みどりのネットワーク

みどりのはたらきを効果的に発揮するには、個々のみどりが

孤立して存在するのではなく、互いにつながりながら広がって

いる「みどりのネットワーク」が重要であり、本市ではこれま

でからもみどりのネットワーク化に取り組んでいます。今後も、

次の考えのもと、みどりの配置に取り組み、みどりのネット

ワークの維持と充実を図ります。

本計画の理念を実現するために重要となるのが、みどりの配

置方針です。無秩序にみどりを配置するのではなく、社会の

ニーズや地域の特性に合わせて、ふさわしい場所にふさわしい

みどりを配置する必要があります。

本市では、配置方針として「みどりのネットワーク」を掲げ、

その充実を図るうえで重点を置く6つの視点を示します。

68

ネットワークの要素 維持・充実の方向性

輪のみどり

山、農地

京都の自然的な基盤となる環状のみどりです。
今後も法的な規制による保全を継続しつつ、
みどりの質の充実に取り組みます。

縁のみどり

山並みと市街地の境界（山すそ）

京都は、山並みにとどまらず、山すそまで含めて
保全されていることが大きな特長です。
今後もこのエリアに多く残る農地や社寺の庭園と
いった文化的なみどりの保全と質の充実に取り組みます。

拠点のみどり

点在する一定規模以上のみどり＊

市街地において、生きもの生息、歴史・文化、
地域活動の拠点となるみどりです。
今後も保全と質の充実に取り組みます。

軸のみどり

川、街路樹

輪、縁、拠点のみどりをつなぐ線的なみどりです。
今後も保全に取り組むとともに、
質の充実についてもより重点を置いて取り組みます。

点のみどり

点在する小規模な緑地、農地等

拠点のみどりや軸のみどりの間のつながりを助けるみどりです。
まちやくらしにおける身近な存在であるとともに、あらゆる生き
ものにとって都市における貴重な居場所になります。公有地だけ
でなく、民有地も多く含まれるため、市民、事業者、大学、行政等、
多様な主体の協力のもと、今後も保全と質の充実に取り組みます。

ふち

＊ 市営・府営の地区公園・総合公園・風致公園、市営の近隣公園・運動公園・交通公園・市民緑地、京都御苑、元離宮二条城、京都府立植物園、吉田山、雙ヶ岡

※ データの出典はp100を参照
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視点１ 緑化重点地区

本市では、都市緑地法に基づく緑化重点地区として市街化区域全域を指定して

います。今後も緑化重点地区を中心に緑化の推進に取り組みます。

※「緑化重点地区」は、本計画の71ページに詳細を示しています。

視点２ みどりの量と質

本市では、みどりの量の指標として緑被率＊の定期的な調査を行っており、市街

地の緑被率は約36%（2024年度調査結果）となっています。また、みどりの質に

ついては、人口減少社会や成熟した土地利用を背景に、みどりの多機能性を発揮

させるため、質の充実に対する期待が高まっています。

以上を踏まえて、本市では今後も緑被率の維持・向上に取り組むとともに、み

どりの質の充実により重点を置いた取組を進め、みどりの様々なはたらきを適正

なバランスのもと最大化することを目指します。

＊緑被率とは、都市においてみどりが占める面積の割合を示す数値で、国土交通省の「緑の基

本方針」（2024年12月策定） でも緑被率を指標に採用しています。

視点３ グリーンインフラ

グリーンインフラとは、2015年8月に政府が閣議決定した「国土形成計画」にそ

の取組の推進が初めて掲げられたもので、「自然環境が有する多様な機能を活

用」した社会資本です。本市では、これまでから公園や街路樹等の充実に取り組

んできたところであり、2017年以降は、京都の庭園文化を取り入れ、防災にも資

する本市独自のグリーンインフラである日本庭園風の雨庭も展開しています。

今後も、ヒートアイランド現象や暑熱環境の緩和、大雨等による災害の予防を

はじめ、様々な社会問題の解決に向けて、京都で培われてきた技術や学識、地域

力と連携し、京都らしいグリーンインフラづくりに取り組みます。
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春の日に咲き誇るコバノミツバツツジ（宝が池公園）
（撮影／みどり政策推進室 2025年）

サクラの水鏡が美しい宇治川派流（撮影／みどり政策推進室 2025年）

https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000077126.html
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視点４ 生物多様性

生物多様性で重要となるのは、生態系、種、遺伝子の多様性

です。京都の環境や生物相の豊かさと本来の姿を踏まえ、生き

もののすみかや、そのみどりをつなぐ通り道がつながり広がる

よう、生物多様性の保全・回復、持続可能な利用に貢献するみ

どりの充実に取り組みます。

視点５ 民有地緑化

京都における緑化を進めるには、民有地緑化のさらなる推進

が必要です。市街化区域を緑化重点地区に指定していることを

踏まえ、積極的な民有地緑化に努めます。また、民有地緑化の

量的な確保に加え、京都の風情や周辺の環境に調和した質の高

いみどりの創出にも取り組みます。

視点６ 公園

公園の配置については、人口減少社会及び少子高齢化を迎え

ていることを踏まえ、開発公園等の狭小な公園の在り方のほか、

利用や機能が著しく低下した公園への対応といった公園機能の

再編等、社会状況の変化に応じた検討を行います。また、公園

面積の確保については、長期的に粘り強く取り組みます。

公園施設については、インクルーシブの考え方に配慮しつつ、

老朽化対策や長寿命化対策、バリアフリー対策、安全対策等を

進めるとともに、地域と協力した管理運営や利活用を図り、公

園の魅力向上に取り組みます。

注

特別緑地保全地区における「機能維持増進事業の実施の方針」など、国

等の各種事業の実施に当たって、必要な内容については、別に定めること

とする。
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まちなかで営巣するアオバズク（撮影／みどり政策推進室 2018年）

民有地のみどりと街路樹が織り成す彩りある風景
（撮影／みどり政策推進室 2025年）

御射山公園で思い思いに過ごす人々
（撮影／みどり政策推進室 2025年）

https://www.pref.kyoto.jp/select200/animal44.html
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緑
化
重
点
地
区 緑化重点地区とは、「重点的に緑化の推進

に取り組む地区」で、都市緑地法において、

「緑の基本計画」に定めるものとされており、

本市においては、都市計画区域内の市街化区

域全域を緑化重点地区として従来から定めて

います。

今後もこの緑化重点地区を中心に、グリー

ンインフラや生物多様性等に資する緑化の推

進に重点的に取り組みます。

※ 本市では、緑化を義務付ける「緑化地域」を指

定していませんが、京都市地球温暖化対策条例に

基づき、緑化重点地区内では、一定面積以上の敷

地における新築・改築に対して、緑化等を義務付

けています。

※ 本市では、緑地の保全に配慮する「保全配慮地

区」を指定していませんが、特別緑地保全地区や

歴史的風土特別保存地区、風致地区等の地区を指

定することにより、緑地の保全に取り組んでいま

す。

緑化重点地区に関する本市の取組

1999.2 京都市緑の基本計画（第１次：1999-2009）策定

2006.4
緑化重点地区をはじめて指定
（市街化区域の一部 13,000ha）

2007.4 建築物等の緑化促進制度の創設
（京都府地球温暖化対策条例）

2010.3 京都市緑の基本計画（第２次：2010-2025）策定

緑化重点地区を拡充 （市街化区域の全域 15,000ha）

2012.4 京都市地球温暖化対策条例に基づく建築物等の
緑化義務規定を創設（上記の府条例から緑化規定を引継ぎ）

2026.○ 京都市みどりの基本計画２０２６（第３次）策定

京都駅周辺から望む市街地と北山（撮影／みどり政策推進室 2025年）

71

https://www.city.kyoto.lg.jp/kensetu/page/0000077126.html
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京都市みどりの基本計画2026
に基づく取組の展開

モニタリング指標

本市の取組のレビュー

市民への
公表

審議会
における
報告・審議

庁内への
発信

レーダーチャート
によるレビュー

市民アンケート
＋

庁内ヒアリング

5年を目安に実施

毎年度実施

理念の実現に関する
モニタリング

視覚的かつ端的な
レポートを作成

取組に反映

取組に反映

取組に反映

市民アンケート

庁内ヒアリング

レビューの共有
（中間レポート等）

レビューの共有
（年次レポート）

多角的かつ視覚的に評価

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
・
目
標

本計画では、方針や施策の方向性に基づく

様々な取組を、京都に関わるみなさまや行政が

連携して実施することで、理念の実現を目指し

ます。そのための計画のモニタリングは、レー

ダーチャートによる多角的かつ視覚的な手法を

用いることとし、緑被率等についても継続的な

調査を行います。

レーダーチャートによる総合評価は、京都の

まちとくらしの特性やみどりの多機能性、市民

の実感や施策の成果により重点を置き、市民と

行政の視点から調査します。

本計画では、レーダーチャートの形状が、社

会的期待に応じた良好なバランスとなることを

目指すとともに、可能な限り最大化することに

より、理念の実現を目指します。

モニタリングでは定期的な調査を行い、その

結果については、市民への公表等を行います。

また、京都市都市緑化審議会において報告し、

審議いただくことで、計画の的確な推進を図り

ます。
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レーダーチャートのイメージ



未来に向けて

方
針
・
施
策
の
方
向
性

D
irectio

n

計画の理念の実現に向けたアプローチ、

方針と施策の方向性を示します

第６章
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